
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だより 

11月の園目標 ・友達との関りを広げ、表現遊びを楽しむ。 

 

11月の予定 

日 曜 予   定 研修会 他 

4 火 除雪車見学（東由利支所へ） 実習生・長谷山楓華さん

（11/14 まで） 

6 木 東由利中 ３年生訪問 

安全指導日 

 

7 金 ケーブルテレビ収録日 

（ゆりほんキッズ） 

 

10 月 クラス便り発行  

12 水 歯みがきチェック（年長） 園長研修（園長） 

14 金  教頭・主任研修（陽菜） 

18 火 まち散歩（秋田ルビコン） 

お弁当給食 

 

19 水 座禅会 由利本荘保育会より研修 

20 木   

21 金   

22 土 おたのしみはっぴょうかい  

25 火   

26 水 職員会議  

28 金 歯みがきチェック（年中）  

 

えみの森 HP 
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まさかこんな事になるなんて。確かに昔からこの地域に熊が
いたのは知っている。40 年ほど前に須郷田で駆除された熊だっ
て、庭先の柿を食べていた。 
今年の熊の出方は異常すぎる。『子どものカヤカヤした遊ぶ

声を聞くと熊は逃げていく』と言われていたのは過去のこと。
えみの森では子どもたちの安全な生活を最優先し、自然溢れる
楽園である園庭での遊びを、学童クラブの小学生も同時に中止
した。 
春には草木が芽吹きもえぎ色一色となる園庭にその季節が来

ると必ず咲く八重桜。３分咲きをねらって積んでは桜茶を楽し
んだりもした。日陰を作った豊かなせせらぎのそばでは京都貴
船のランチのように足髙のお膳を並べて給食の時間をすごした
こともある真夏。紅葉の美しさをたっぷり感じながら自転車に
またがり頬にうける風を楽しんだ秋。園庭と隣の田んぼの境が
無くなりどこまでも園庭のごとく雪の上に足跡を付けて遊ぶこ
どもたち。そんな毎年の繰り返しが、今年は途絶え気味だ。当た
り前のように楽しんだものが無くなったとたん、そのありがた
みに気づくのは誰でも同じ事だろう。 
それらの穴埋めはとてつもなく大きいものがあるが、子ども

たちに対しては工夫しながら沢山の驚きや発見のワクワクが少
しでも満たされるようにしないといけない。その一つに、年長
児は絵本コーナーの隣に年長児だけが入れるスペースを作っ
た。大人の考えはシャットアウトして子ども達だけで話し合っ
てリノベーションする部屋は，最終的にどうなっていくのか。
まだその行方はわからないものの、小さい子にじゃまされるこ
と無く製作遊びに没頭できる心地よさを感じる子も出始めた。
「話し合って決める」ことが大前提。   
話し合うことのできない熊との共存は「避ける」「逃げる」し

かなさそうだが、とりあえず熊スプレーを購入し、職員間の連
絡方法の一つに IP 電話も準備、熊に対する避難訓練も行ってい
るが、振り向いたとたん熊がいたらどんなに恐怖か。 絶対に
あってはならない。 

 認可保育園えみの森 園長 畑山玲子 
 

 

 

11 月 

 

（0 歳児 つぼみ組） 

10 月下旬より相原希緒ちゃん

(7 か月)が仲間入りしました。ま

だ泣く事が多いですが、少しずつ

新しい環境に慣れて欲しいと思い

ます。陽生くんや凪音ちゃんも一

緒に遊ぼうと興味を持っています

よ！寒くなってきましたので室内

や遊戯室で体を動かして楽しみた

いと思います。    (美紀子) 

 

（1 歳児 くるみ組） 

天気や子ども達の体調に考慮して室内

や遊戯室で遊ぶ事が多くなってきまし

た。年上の子達の遊びに入れてもらっ

たり縄跳びなどに挑戦したり、じっく

りミニカーで遊んでみたりと興味のあ

る遊びや好きな遊びを楽しんでいま

す。季節の変わり目で体調を崩しがち

ですので気を付けて過ごしたいと思い

ます。        (美紀子) 

 

（5 歳児 そら組） 

そら組だけの部屋を計画中。子ども
達と相談すると今まで以上に掛け合
いがみられ、「こうしたら？」「で
もさ…」と相手の意見も聞きながら
進めようとする姿が見られていま
す。子ども達の考えを実現させなが
ら、自分たちの考えたことが形にな
る喜びを感じ、個々の自信に繋がっ
てくれたらと感じています。日々の
遊び、発表会にむけても子ども達と
話し合って進めていきたいです。一
緒に楽しんでいこうね。（美音） 

（４歳児 にじ組） 

熊が来たらどうしよう！という心配
から戸外遊びを控え室内遊び中心に
なりました。その中で友達とカード
ゲームで遊んだり折り紙が得意な子
から折り方を教えてもらったり…友
達との距離が近くなりじっくり好き
な遊びを楽しむ姿が見られます。友
達との仲が深まる中で自分の話をす
る、友達の話を聞くなどの機会を作
りながら発表会に向かっていきたい
と思います。(美穂) 

 

 

 （3 歳児 つき組） 

友達を誘ってカードゲームをしたり、
お人形のお世話をしたり、本を見て折
り方を覚えながら自分で作ろうとした
り、レゴブロックでイメージした物を
作り毎日続きをして遊んだりと、自分
のやりたい遊びを見つけ、集中してい
る子ども達です。その日限りではな
く、数日継続している姿を見ると、少
しずつですが成長しているなぁと感じ
ます。体調が崩れてくる季節になりま
したので、じっくり取り組める時間を
大事にしていきたいと思います。   
（美由紀） 

 

（2 歳児 ほし組） 

イメージした物を積み木や粘土で
作り遊びを楽しんでいます。積み木
での乗り物作りは、少しの間、他へ
遊びに行く事を「お出掛け」とし、
また戻って来てやりとりを楽しんで
います。そして、粘土遊びでは、指
先も器用になり、うどんを入れる小
さなお椀を作ったり、ハンバーガー
を作ったりと、日常の経験を取り入
れています。体調を崩しやすい季節
となりましたので、室内でもイメー
ジしながら遊びを楽しめるようにし
ていきたいと思います。（美由紀） 

 

保育理念 今あそべ 未来につながる この瞬間 

～ここに生まれてよかった 本物の自然の中でたくましく育て～ 

≪食べることは生きること≫ 

日々の営みの中で、畑で野菜を育てたり        
様々な食品に触れ、食べることを楽しむ保育 

食欲の秋と言いますが、今年も新米に、サンマ、焼き芋、栗、
落花生…。と食欲の秋を満喫しました。その時の旬の食材を一番
美味しい時期に食べられる事は幸せなことですね。自分達で稲刈
りし、脱穀の様子を見て、精米した羽釜ごはんの新米の味は格別
でした。サンマの塩焼きも、難しいと苦戦しつつも骨に気を付け
ながら食べる事、ついつい食べやすいようにしてしまいますが、
生きていくためには必要な経験ですよね。みんなで一緒に、楽し
く、美味しく、お腹いっぱい食べる事は、体や心の安定に繋がっ
ていくでしょう。これからも「食」を大事にしていきたいと思い
ます。 

職
員
の
つ
ぶ
や
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栄
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朝
晩
、
寒
く
な
っ
て
冬
が
近
づ
い
て
来
た
な
～
と
感

じ
る
こ
の
頃
。
そ
ろ
そ
ろ
、
冬
支
度
を
と
思
い
、
夏
野

菜
を
植
え
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
た
畑
の
片
づ
け
を
し

た
。
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
で
騒
が
れ
て
い
る
熊
が
近
く
に
い

な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら
。
野
菜
と
一
緒
に
植
え
て
い

た
花
達
は
ま
だ
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
の
も
あ
る
の
で

そ
の
ま
ま
残
し
つ
つ
、
来
年
の
春
に
咲
か
せ
た
い
花
の

種
を
撒
い
た
り
、
球
根
を
植
え
よ
う
と
思
い
な
が
ら
、

今
年
の
春
を
思
い
返
す
と
、
秋
に
植
え
た
は
ず
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
が
咲
か
な
い
。
ど
う
し
て
？
と
ネ
ッ
ト
で
調

べ
て
み
る
と
、
腐
っ
て
し
ま
っ
た
か
、
ネ
ズ
ミ
に
食
べ

ら
れ
た
よ
う
だ
。
綺
麗
に
咲
い
た
と
こ
ろ
を
想
像
し
て

い
た
の
で
と
て
も
悲
し
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

来
年
の
春
は
、
な
ん
と
し
て
も
綺
麗
に
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
を
咲
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
こ
の
先
の
休
日

は
雨
予
報
。
球
根
を
植
え
た
い
が
思
う
よ
う
に
事
は
進

ま
な
い
。
で
も
、
諦
め
ず
春
に
は
沢
山
の
花
を
咲
か
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

新入園児の紹介 

 
 10/21より、０歳児 
つぼみ組に新しいお友達が
入園しました。 
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小
２
に
な
る
孫
娘
の
あ
い
だ
で
シ
ー
ル
交
換
が
流
行

っ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ル
帳
に
買
っ
た
シ
ー
ル
を
全
部
を

貼
り
か
え
て
、
友
達
と
見
せ
合
い
交
換
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
姉
と
影
響
で
年
中
と
２
歳
に
な
る
弟
達
も
シ

ー
ル
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
２
歳
の
孫
が
「
バ

バ
シ
ー
ル
交
換
し
よ
！
」
と
言
っ
て
シ
ー
ル
帳
を
持
っ

て
き
ま
し
た
が
、
シ
ー
ル
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
伝

え
る
と
２
枚
シ
ー
ル
を
く
れ
た
の
で
、
有
難
く
携
帯
に

貼
り
ま
し
た
。
約
半
世
紀
前
、
自
分
も
色
々
な
物
を
集

め
そ
れ
を
眺
め
て
満
足
し
て
い
た
時
が
あ
り
ま
し
た

が
、
「
交
換
す
る
」
な
ん
て
私
の
時
代
に
は
考
え
も
し

な
か
っ
た
で
す
ね
。
時
代
は
回
る
と
聞
き
ま
す
が
、
次

は
何
の
遊
び
が
進
化
を
遂
げ
て
流
行
る
の
か
楽
し
み
で

す
ね
。 

 熊の目撃情報が相次い
でいる為、外遊びを園
児・学童共に控えており
ます。登降園の際も充分
に気を付けていきましょ
う。今後もしばらくは、
ドライブスルー方式のお
迎えでよろしくお願いし
ます。 

 由利本荘市・市政
20 周年記念映像が
YouTube で見られま
す。そら組が岩舘のイ
チョウの木の回りを元
気に走っている姿が、
数秒映っております。
ぜひ、ご覧ください 



 

 

まち散歩（大東精機・大平スキー場） 

 

東由利中・３年生・保育園訪問 

 

ゆりほん保育園遊学 2 組来園 

 

今年も、「株式会社 サードサン」
のご厚意で、えみの森で気球の係留体
験が行われました。秋空に鮮やかな気
球が綺麗です！ 

 駅伝大会は、中学校の所で、
にじ組・そら組が応援しまし
た。普段から、交流しているお
かげか、中学生とも自然な触れ
合いを見ることができまし
た。         

 

小中駅伝大会の応援 

 

 スキー場では使わなくなったスキー板を
リメイクしてベンチにしている事など彩音
先生から教えてもらいましたよ。 

 家の下の小松茶子
さんより、昆虫のフ
ィギアやシルバニア
ファミリーなどたく
さん頂きました。子
ども達が毎日、遊び
とても楽しそうです
よ。 

 今回のまち散歩は大東精機と大平スキー場へ
行きました。大東精機は大きな機械がたくさん
あり、凄いね！と驚いていました。保護者もた
くさんいてお仕事をしている様子を見る事が出
来て、嬉しかったようですよ。 

遊学でいらしたご家
族と一緒に今年度 2回
目の笹巻作りをしまし
た。今回も村上主枝さ
んにお手伝いをして頂
きました。みんな笹巻
が大好きなので張り切
って作りましたよ。郷
土の味ですよね！ 

 大豆に麹、塩、酵母を入れて、それが 
一体になるまで根気よく混ぜました。大き
な樽に入れて、ヤマキチさんの蔵で１年
間、熟成させます。来年の秋にはきっと 
おいしい味噌が出来上がる事でしょう。  
今から楽しみです！ 

 浸した大豆を
コトコト柔らか
くなるまで煮ま
すよ。 

味噌作り体験 

 

 前日から大豆を水に
浸して準備します。 

 蔵の阿部恵一さん
より、竹で作ったト
ンボを頂きました。 
1つ 1つ丁寧に作ら
れていて、素晴らし
かったです。お客様
や保護者の皆さんも
素晴らしい作品に驚
いておりましたよ。 

 ４回目の訪問となる菊池さんご家族
は、気球体験やサンマの炭火焼き等
に喜んでおられました。ストーブで
焼いたサツマイモも、甘くて美味し
いと絶賛でした。 

 

今年も気球体験！ 

 

だんごむしたいそう 

 

 家庭科の授業で東由利中学校の
３年生が来園。子ども達も大喜び
です。たくさん遊んでもらいまし
たね。ちょうど、その日はサンマ
の炭火焼き。中学生にも少しおす
そ分け。美味しいと喜んで食べて
いましたよ！ 

笹巻作り～2 回目～ 

 

ありがとうございます 

 

 久しぶりの「だんごむ
したいそう」がありまし
た。転んでも頭を打たな
い方法や、そら組さんは
鉄棒で逆上がりのコツを
教わったり、久しぶりに
体操の時間を楽しみまし
たよ。 

朝早くから、長沼蔣馬さん、 
守屋信之助さん、高橋将也さん、
彩音先生の４人で準備して下さい
ました。ありがとうございます。 

 ヤマキチ味噌醤油醸造元のご主人より
味噌作りを教えて頂きました。お手伝い
に地域の方や、保護者も参加して、みん
なでワイワイ味噌作りを楽しみました。 

 

気
球
の
中
に
入
る
事
も
出
来

ま
し
た
。
な
か
な
か
出
来
な
い

貴
重
な
経
験
で
す
ね
。 

 
初
め
て
、
秋
田
県
を
訪
れ
た
納
谷
さ
ん

ご
家
族
は
自
然
の
豊
か
さ
に
感
動
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
秋
田
の
冬
も
体
験
し
て
み

た
い
な
と
お
話
し
て
お
り
ま
し
た
よ
。 


